
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の祭
まつ

り１ 

こども府中はかせ ７ 

今
こん

回
かい

は春
はる

から夏
なつ

のはじめまでのお祭
まつ

りのうち、

三
みっ

つのお祭
まつ

りを 紹
しょう

介
かい

するよ。 
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「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

」は、そのむかし武蔵
むさしの

国
くに

を開
ひら

いたといわれる大
おお

國
くに

魂
たまの

大
おお

神
かみ

を武蔵
むさしの

国
くに

の守
まも

り神
がみ

としてお祀
まつ

りした神
じん

社
じゃ

です。「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

」ができたのは、今
いま

から約
やく

1900 年前
まえ

の景
けい

行
こう

天
てん

皇
のう

41（111）年 5 月 5 日だったといわれています。 

本
ほん

殿
でん

は 昭
しょう

和
わ

37（1962）年に東
とう

京
きょう

都
と

の有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

（建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

）に指
し

定
てい

されました。また、

境
けい

内
だい

にある宝
ほう

物
もつ

殿
でん

には、昭
しょう

和
わ

24（1949）年に国
くに

の 重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

された『木
もく

造
ぞう

狛
こま

犬
いぬ

』

をはじめ、色
いろ

々
いろ

な文
ぶん

化
か

財
ざい

が納
おさ

められています。大
おお

鳥
とり

居
い

の北
きた

側
がわ

にある馬
ば

場
ば

大
だい

門
もん

のケヤキ並
なみ

木
き

も、大
たい

正
しょう

13（1924）年に国
くに

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されています。 

むかしは、武蔵
むさしの

国
くにの

造
みやつこ

という地
ち

方
ほう

役
やく

人
にん

が「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

」の神
しん

事
じ

＊1 などを代
だい

々
だい

行
おこな

ってい

たといわれています。その後
ご

、国
こく

府
ふ

が府中に 

置
お

かれ、役
やく

人
にん

である国
こく

司
し

が 都
みやこ

から府中に派
は

遣
けん

されると「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

」は武蔵
むさしの

国
くに

の神
しん

事
じ

を執
と

り 行
おこな

う神
じん

社
じゃ

になりました。 

 

武蔵
むさしの

国
くに

にあるたくさんの神
じん

社
じゃ

を回
まわ

って、神
しん

事
じ

や参
さん

拝
ぱい

などをすることも国
こく

司
し

の大
だい

事
じ

な仕
し

事
ごと

でした。しかし、全
すべ

ての神
じん

社
じゃ

を回
まわ

ることは 難
むずか

しいので、武蔵
むさしの

国
くに

にあった神
じん

社
じゃ

の神
かみ

様
さま

を「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

」で一
いっ

緒
しょ

に祀
まつ

るようになったといわれています。このため『武蔵
む さ し

総
そう

社
しゃ

』と呼
よ

ばれ

るようになります。これが『武蔵
む さ し

総
そう

社
しゃ

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

』の始
はじ

まりです。 

その後
ご

、武蔵
むさしの

国
くに

の大
おお

きな六
むっ

つの神
じん

社
じゃ

、小
お

野
の

神
じん

社
じゃ

（一
いち

ノ
の

宮
みや

 東
とう

京
きょう

都
と

多
た

摩
ま

市
し

）、小
お

河
がわ

神
じん

社
じゃ

（二
に

ノ
の

宮
みや

 東
とう

京
きょう

都
と

あきる野
の

市
し

）、氷
ひ

川
かわ

神
じん

社
じゃ

（三
さん

ノ
の

宮
みや

 埼
さい

玉
たま

県
けん

さいたま市
し

）、秩
ちち

父
ぶ

神
じん

社
じゃ

（四
よ

ノ
の

宮
みや

 埼
さい

玉
たま

県
けん

秩
ちち

父
ぶ

市
し

）、金
かな

鑽
さな

神
じん

社
じゃ

（五
ご

ノ
の

宮
みや

 埼
さい

玉
たま

県
けん

児
こ

玉
だま

郡
ぐん

神
かみ

川
かわ

町
まち

）、杉
すぎ

山
やま

神
じん

社
じゃ

（六
ろく

ノ
の

宮
みや

 神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

横
よこ

浜
はま

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

 

*1神
しん

事
じ

とは？ 神
かみ

様
さま

を祀
まつ

る儀
ぎ

式
しき

や 行
ぎょう

事
じ

のこと。 

国
こく

府
ふ

・国
こく

司
し

については、『こども府中は

かせ５ 府中と国
こく

府
ふ

』を見
み

てね。 
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市
し

）の神
かみ

様
さま

が「大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

」の神
かみ

様
さま

と一
いっ

緒
しょ

に祀
まつ

られるようになったので、『六
ろく

所
しょ

宮
ぐう

』、『六
ろく

所
しょ

明
みょう

神
じん

』とも呼
よ

ばれていました。武蔵
むさしの

国
くに

の総
そう

社
しゃ

になったこと、武蔵
むさしの

国
くに

の大
おお

きな六
むっ

つの神
じん

社
じゃ

の

神
かみ

様
さま

が祀
まつ

られていることから『武蔵
む さ し

総
そう

社
しゃ

六
ろく

所
しょ

宮
ぐう

』を神
じん

社
じゃ

 

の名
な

前
まえ

としていたこともありましたが、現
げん

在
ざい

では元
もと

の 

名
な

前
まえ

である『大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

』となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の例
れい

大
たい

祭
さい

＊２は、府中に国
こく

府
ふ

があった 

頃
ころ

に 行
おこな

われていた武蔵
むさしの

国
くに

の「国
こく

府
ふ

祭
さい

」が始
はじ

まりだ 

といわれています。むかしは 貴
とうと

い神
かみ

様
さま

を見
み

ないようにまちの明
あ

かりを消
け

した暗
くら

闇
やみ

の中
なか

、深
しん

夜
や

に神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

が 行
おこな

われたため、「くらやみ 祭
まつり

」と呼
よ

ばれるようになりました。 

「くらやみ 祭
まつり

」は汐
しお

盛
も

りとも呼
よ

ばれる 4 月 30 日の『品川
しながわ

海
かい

上
じょう

禊
みそぎ

祓
はらい

式
しき

』＊３という神
しん

事
じ

から始
はじ

まり、５月１日の『祈
き

晴
せい

祭
さい

』、５月２日の 

『御
み

鏡
かがみ

麿
すり

式
しき

』、５月３日の『囃
はや

子
し

の 競
きょう

演
えん

』と続
つづ

き 

ます。そして、５月３日の夜
よる

には 旧
きゅう

甲
こう

州
しゅう

街
かい

道
どう

（ 

大
おお

鳥
とり

居
い

前
まえ

（「大
おお

国
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

前
まえ

交
こう

差
さ

点
てん

」付
ふ

近
きん

）から御
お

旅
たび

 

所
しょ

＊４前
まえ

（「府中市
し

役
やく

所
しょ

前
まえ

交
こう

差
さ

点
てん

」付
ふ

近
きん

）まで）を 

4頭
とう

の御
ご

神
しん

馬
め

が 3往
おう

復
ふく

する『競馬式
こ ま く ら べ

』が 行
おこな

われま 

す。５月４日になると、『御
み

綱
つな

祭
さい

』、『子
こ

供
ども

神
み

輿
こし

連
れん

合
ごう

 

くらやみ 祭
まつり

 

*３品川
しながわ

海
かい

上
じょう

禊
みそぎ

祓
はらい

式
しき

とは？ 

4 月 30 日の朝
あさ

早
はや

く、大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の神
しん

職
しょく

 

たちが品
しな

川
がわ

区
く

の荏
え

原
ばら

神
じん

社
じゃ

に行
い

き、舟
ふね

で海
かい

 

上
じょう

に出
で

て潮
しお

水
みず

で身
み

を清
きよ

め、潮
しお

水
みず

をくみ取
と

 

ってくる神
しん

事
じ

のことです。 

 

*４御
お

旅
たび

所
しょ

とは？ 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

のご祭
さい

神
しん

である大
おお

國
くに

魂
たまの

大
おお

神
かみ

 

を祀
まつ

る御
ご

本
ほん

社
しゃ

と、武蔵国
むさしのくに

内
ない

にある一
いち

之
の

宮
みや

 

から六
ろく

之
の

宮
みや

、そして御
ご

霊
りょうの

大
おお

神
かみ

を祀
まつ

る御
ご

 

霊
りょう

宮
ぐう

の計
けい

８基
き

の神
み

輿
こし

が、たくさんのかつ 

ぎ手
て

たちによってかつがれた後
あと

、仮
かり

にと 

どまる 所
ところ

としてここに納
おさ

められます。 

*２例
れい

大
たい

祭
さい

とは？ 

毎
まい

年
とし

決
き

まった日
ひ

に 行
おこな

う神
じん

社
じゃ

の祭
まつ

りの中
なか

 

で、 最
もっと

も 重
じゅう

要
よう

な祭
さい

礼
れい

です。 
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渡
と

御
ぎょ

』、『万
まん

燈
とう

大
たい

会
かい

』などが 行
おこな

われ、夕
ゆう

方
がた

には日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の大
おお

太
だい

鼓
こ

が大
おお

鳥
とり

居
い

前
まえ

に揃
そろ

う『太
たい

鼓
こ

の 響
きょう

宴
えん

』が 行
おこな

われます。これが終
お

わると、22台
だい

の山車
だ し

がお囃
はや

子
し

をしながら 巡
じゅん

行
こう

する

『山車
だ し

行
ぎょう

列
れつ

＊５』が始
はじ

まります。5 月 5 日は 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

で 行
おこな

われる年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

の中
なか

で一
いち

 

番
ばん

重
じゅう

要
よう

な祭
さい

儀
ぎ

である『例
れい

祭
さい

』から始
はじ

まります。その後
ご

、『道
みち

清
きよ

め』や『太
たい

鼓
こ

送
おく

り込
こ

み』、『御
み

饌
け

催
さい

促
そく

の儀
ぎ

』などが 行
おこな

われ、夕
ゆう

方
がた

になって花
はな

火
び

の合
あい

図
ず

で 6張
はり

の大
おお

太
だい

鼓
こ

が打
う

ち鳴
な

らされると、

「おいで」とも呼
よ

ばれている『神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

』が始
はじ

まります。その後
ご

、『坪 宮
つぼのみや

神
しん

事
じ

』などの続
つづ

き、大
おお

國
くに

魂
たま

の神
かみ

様
さま

についての伝
でん

説
せつ

に由
ゆ

来
らい

する『野
の

口
ぐち

仮
かり

屋
や

の儀
ぎ

』、御
お

旅
たび

所
しょ

前
まえ

で『やぶさめ式
しき

』

が 行
おこな

われます。翌
よく

5 月 6 日の早
そう

朝
ちょう

、8基
き

の神
み

輿
こし

は御
お

旅
たび

所
しょ

を出
で

て、御
お

先
さき

払
ばらい

太
だい

鼓
こ

に 導
みちび

かれ

て各
かく

町
ちょう

内
ない

を巡
めぐ

った後
あと

に神
じん

社
じゃ

に還
かえ

る『神
み

輿
こし

環
かん

御
ぎょ

（おかえり）』が 行
おこな

われます。最
さい

後
ご

に還
かえ

って

きた神
み

輿
こし

から御
み

霊
たま

を本
ほん

殿
でん

に納
おさ

めて大
たい

祭
さい

が終
お

わったことを報
ほう

告
こく

する『鎮
ちん

座
ざ

祭
さい

』が 行
おこな

われ、「く

らやみ 祭
まつり

」は終
お

わります。 

「くらやみ 祭
まつり

」の 中
ちゅう

心
しん

神
しん

事
じ

は、5 月 5 日に 行
おこな

われる『神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

』です。はじめに、大
おお

太
だい

鼓
こ

が出
で

てきて神
み

輿
こし

を先
せん

導
どう

します。次
つぎ

に一
いち

ノ
の

宮
みや

から六
ろく

ノ
の

宮
みや

までの神
み

輿
こし

6基
き

、その後
あと

に大
おお

國
くに

魂
たま

の神
かみ

様
さま

を祀
まつ

った御
ご

本
ほん

社
しゃ

神
み

輿
こし

、そして最
さい

後
ご

に御霊大神
ごりょうのおおかみ

を祀
まつ

った御霊宮
ごりょうぐう

神
み

輿
こし

が出
で

てきます。む

かしは大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

に一
いっ

緒
しょ

に祀
まつ

られている一
いち

ノ
の

宮
みや

から六
ろく

ノ
の

宮
みや

までの六
むっ

つの神
じん

社
じゃ

の神
み

輿
こし

が、

武蔵国
むさしのくに

の各
かく

地
ち

から実
じっ

際
さい

に府
ふ

中
ちゅう

まで集
あつ

まって来
き

ていたといわれています。 

「くらやみ 祭
まつり

」は戦
せん

争
そう

の影
えい

響
きょう

で 昭
しょう

和
わ

20（1945）年に 中
ちゅう

止
し

されますが、戦
せん

後
ご

には 再
ふたた

び 行
おこな

われるようになり、平
へい

成
せい

22（2010）年 3 月には東
とう

京
きょう

都
と

の無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

（風
ふう

俗
ぞく

慣
かん

習
しゅう

）に指
し

定
てい

されました。 

＊5山車
だ し

行
ぎょう

列
れつ

とは？ 

神
かみ

様
さま

が乗
の

り移
うつ

るための飾
かざ

りをのせた 車
くるま

を引
ひ

い

て、お囃
はや

子
し

をしながら 町
ちょう

内
ない

を歩
ある

くことです。
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「大
おお

祓
はらえ

式
しき

」は、毎
まい

年
とし

６月 30 日と 12 月 31 日に 行
おこな

われます。これは知
し

らず知
し

らずの

間
あいだ

に心
しん

身
しん

についた穢
けが

れを祓
はら

い清
きよ

めるための 行
ぎょう

事
じ

です。暑
あつ

い夏
なつ

を迎
むか

える前
まえ

の６月には「夏
な

越
ごし

の 祓
はらえ

」を、 新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

える前
まえ

の 12 月には「年
とし

越
こ

しの 祓
はらえ

」を 行
おこな

います。まず、神
しん

職
しょく

や巫
み

女
こ

、氏
うじ

子
こ

＊６や参
さん

拝
ぱい

者
しゃ

が、切
きり

麻
ぬさ

という細
こま

かく 

切
き

った麻
あさ

と小
ちい

さな白
しろ

い紙
かみ

を混
ま

ぜたものを 体
からだ

にふり 

かけて祓
はら

います。次
つぎ

に紙
かみ

の人
ひと

形
がた

に息
いき

を吹
ふ

きかけた 

り、なでたりして自
じ

分
ぶん

の穢
けが

れを移
うつ

し、それを川
かわ

に 

流
なが

し、祓
はら

い清
きよ

めます。以
い

前
ぜん

は是
これ

政
まさ

の多
た

摩
ま

川
がわ

に流
なが

し 

ていましたが、今
いま

は境
けい

内
だい

の小
お

川
がわ

を使
つか

っています。 

また、「夏
な

越
ごし

の 祓
はらえ

」の時
とき

にだけ茅
ち

の輪
わ

くぐりが 行
おこな

われます。茅
ち

の輪
わ

という茅
かや

＊７を束
たば

ねて作
つく

られた大
おお

きな輪
わ

が 中
ちゅう

雀
じゃく

門
もん

前
まえ

に置
お

かれ、これを８の字
じ

にくぐることで、病
びょう

気
き

などから身
み

を

守
まも

るといわれています。 

 

 

 

 

大
おお

祓
はらえ

式
しき

 

*６氏
うじ

子
こ

とは？ 

もともとは、同
おな

じ祖
そ

先
せん

や同
おな

じ 職
しょく

業
ぎょう

の人
ひと

 

々
びと

が信
しん

仰
こう

した神
かみ

様
さま

を「氏
うじ

神
がみ

」といい、時
じ

代
だい

 

が進
すす

むにつれて土
と

地
ち

を守
まも

る神
かみ

様
さま

「産
うぶ

土
すな

神
かみ

」 

も同
おな

じように「氏
うじ

神
がみ

」として祀
まつ

るようにな 

り、氏
うじ

神
がみ

の加
か

護
ご

を受
う

ける地
じ

元
もと

の人
ひと

のこと 

を「氏
うじ

子
こ

」といいました。現
げん

在
ざい

ではその地
ちい

 

域
き

に住
す

み、土
と

地
ち

の恵
めぐ

みに感
かん

謝
しゃ

して氏
うじ

神
がみ

を 

祀
まつ

るためのお祭
まつ

りに関
かん

係
けい

する人
ひと

々
びと

のこと 

をいいます。
 

 

*７茅
かや

とは？ 

屋
や

根
ね

を葺
ふ

く（おおう）ために使
つか

う草
くさ

木
き

の総
そう

称
しょう

で、スゲやススキなどです。 

茅 ち

の
輪 わ

く
ぐ
り 

① 

② 

③ 

④

⑤

⑥ 

⑦ 
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毎
まい

年
とし

7 月 20 日に 行
おこな

われる「すもも 祭
まつり

」は、五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

（穀
こく

物
もつ

などの農
のう

作
さく

物
もつ

が豊
ゆた

かに実
みの

ること）、悪
あく

疫
えき

防
ぼう

除
じょ

（ 病
やまい

から身
み

を守
まも

る）のための祭
まつ

りです。当
とう

日
じつ

はすももを売
う

る店
みせ

や、か

らす団扇
う ち わ

、からす扇子
せ ん す

が並
なら

びます。「すもも 祭
まつり

」でからす団扇
う ち わ

を見
み

かけるようになったの

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の終
お

わり頃
ごろ

といわれています。 

すももは、むかしから悪
あっ

鬼
き

と呼
よ

ばれる化
ば

け物
もの

を祓
はら

う果
くだ

物
もの

とされて、からすは、わが国
くに

で

は古
ふる

くから神
かみ

の意
い

志
し

を伝
つた

える不
ふ

思
し

議
ぎ

な 力
ちから

を持
も

つ鳥
とり

として大
たい

切
せつ

にされてきました。 

平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の中
なか

頃
ごろ

、永
えい

承
しょう

6（1051）年に 源
みなもとの

頼
より

義
よし

と義
よし

家
いえ

の父子
お や こ

が、 京
きょう

都
と

から現
げん

在
ざい

の東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

にあった奥
おう

州
しゅう

の安
あ

倍
べ

氏
し

との 戦
たたか

いにでかけました。その途
と

中
ちゅう

、大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

に立
た

ちよ

って、 戦
いくさ

に勝
か

つことを祈
き

願
がん

しました。頼
より

義
よし

父子
お や こ

は、安
あ

倍
べ

氏
し

との 戦
いくさ

に勝
か

ち、お礼
れい

として神
しん

前
ぜん

に粟
あわ

飯
めし

とすももを供
そな

えました。その後
ご

、境
けい

内
だい

にすもも市
いち

がたつようになりました。それ

が「すもも 祭
まつり

」の由
ゆ

来
らい

といわれています。 

この祭
まつ

りの頃
ころ

は、田
た

や 畑
はたけ

では害
がい

虫
ちゅう

や雑
ざっ

草
そう

の被
ひ

害
がい

がではじめる時
じ

期
き

です。言
い

い伝
つた

えによ

ると、農
のう

作
さく

物
もつ

の害
がい

虫
ちゅう

を除
のぞ

き、身
み

に振
ふ

りかかるいろいろな災
さい

難
なん

を祓
はら

う方
ほう

法
ほう

として、歳
とし

神
がみ

様
さま

＊

８から「 烏
からす

扇
おうぎ

を以
も

って扇
あお

げ」と教
おし

えられたとされています。このことから、からすを描
えが

い

た団扇
う ち わ

・扇子
せ ん す

がつくられました。
 

 

 

 

 

 

すもも 祭
まつり

 

＊８歳
とし

神
がみ

様
さま

とは？ 

その年
とし

の福
ふく

徳
とく

をつかさどる神
かみ

様
さま

で、 正
しょう

月
がつ

に各
かく

家
いえ

に迎
むか

 

えて祀
まつ

ります。この神
かみ

のいる方
ほう

角
がく

を明
あき

の方
かた

、または恵
え

 

方
ほう

といい、全
すべ

てのことに吉
きち

といわれています。 
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からす団扇
う ち わ

やからす扇子
せ ん す

で扇
あお

ぐと、田
た

や 畑
はたけ

の害
がい

虫
ちゅう

はみんな退
たい

治
じ

され、米
こめ

や麦
むぎ

、豆
まめ

など

がたくさん 収
しゅう

穫
かく

でき、 病
びょう

気
き

も治
なお

るともいわれています。夏
なつ

が過
す

ぎた後
あと

は、厄
やく

災
さい

や悪
わる

いこ

とが家
いえ

にはいってこないよう、厄
やく

除
よ

けのため団扇
う ち わ

や扇子
せ ん す

を玄
げん

関
かん

に飾
かざ

るようになりました。
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大國
おおくに

魂
たま

神社
じんじゃ

では、お守
まも

り 袋
ぶくろ

にも 

からすの刺繍
ししゅう

があるよ 

これが、からす団扇
う ち わ

だよ



 

もっと知
し

りたくなったら読
よ

む本
ほん

のリスト 
 

 

書
しょ

名
めい

（本
ほん

の名
な

前
まえ

） 著
ちょ

者
しゃ

（本
ほん

を書
か

いた人
ひと

） 出
しゅっ

版
ぱん

年
ねん

 本
ほん

の背
せ

ラベル 

 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

の歳
さい

時
じ

記
き

 
大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

／監
かん

修
しゅう

 

桜
さくら

井
い

 信
のぶ

夫
お

／文
ぶん

 
2002 F17/ｻ 

 

神
じん

社
じゃ

とお寺
てら

がわかる事
じ

典
てん

 井
いの

上
うえ

 智
とも

勝
かつ

／監
かん

修
しゅう

 2009 17/ｼﾞ 

 

武蔵
む さ し

總
そう

社
しゃ

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ

大
たい

祭
さい

史
し

  2013 F175/10/ﾑ 

 

武蔵
む さ し

府
ふ

中
ちゅう

物
もの

語
がたり

 上
じょう

 猿渡
さわたり

 盛文
もりふみ

／著
ちょ

 1963 F213/10/ｻ 

 

絵
え

でわかる社
しゃ

会
かい

科
か

事
じ

典
てん

 ４ 

年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

・祭
まつ

り 
鎌
かま

田
た

 和宏
かずひろ

／監
かん

修
しゅう

 2013 36/ｴ 

 

くらやみ 祭
まつり

 展
てん

示
じ

解
かい

説
せつ

シート 府
ふ

中
ちゅう

市
し

郷
きょう

土
ど

の森
もり

博
はく

物
ぶつ

館
かん

／編
へん

 2008 F38/ｸ 

 

くらやみ 祭
まつり

 
猿渡
さわたり

 盛文
もりふみ

／文
ぶん

 

綾
あや

部
べ

 好
よし

男
お

／絵
え

 

1998 F38/ｻ 

    

武蔵
む さ し

府
ふ

中
ちゅう

くらやみ 祭
まつり

 府
ふ

中
ちゅう

市
し

郷
きょう

土
ど

の森
もり

博
はく

物
ぶつ

館
かん

／編
へん

 2004 F38/ﾑ 

 

武蔵
む さ し

府
ふ

中
ちゅう

の民
みん

俗
ぞく

 北
きた

野
の

 晃
あきら

／著
ちょ

 1988 F380/10/ｷ 

 

47都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

・伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

百
ひゃっ

科
か

 神
かん

崎
ざき

 宣
のり

武
たけ

／著
ちょ

 2012 386/ｶ 

 

カラスの大
だい

研
けん

究
きゅう

 
国
くに

松
まつ

 俊
とし

英
ひで

／文
ぶん

 

関
せき

口
ぐち

 シュン／絵
え

 
2000 F488/10/ｸ 

 

 
 
 

 

 

 

 

大
おお

國
くに

魂
たま

神
じん

社
じゃ
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